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は しがき

1.研 究 目的

　中国は陸上で14力 国もの隣接国と国境を接 している。入為的に区切 られた国境 は、人々の生活圏

を分断して形成 されてきた。 国境はウイグル ・チベットなどに見られるように往々、民族 問題の火種 に

なってきた。また、国境地域はエネルギー資源の宝庫であり、経済圏が形成 されてきた。 中央政府 は

国家統合のためにも、国境地域をきわめて重視 してきた。その国家の境界としての位置付けは民族の

文化やアイデンティティ形成 に多大 な影響を及 ぼしてきた。国境地域では、民族のネットワークによる

結び付きが強く、文化の特徴が明確で、アイデンテンティが保たれ、独 自の国境文化が形成 されてきた。

国境文化の理解に当たって、次の点の検討が不可欠であろう。

1.国 境文化が形成される前提 となる歴史的プロセスの検討。国境意識は中華民国期 に芽生え、中

　　華民国から人民共和 国初期 にかけて国境線が画定されて行った。それにともない人々の生活圏

　　が分断された。国境画定 とそれにともなう民族の動向や文化の変化 を検討する。

2.清 末 ・中華民国期には大量の漢族が国境地域 に移住 したが、現地の民族がそれによってどのよう

　　 な影響を受けたのか検討する。

3.改 革開放 以降、現在にいたる国境地域の諸民族の社会 ・文化やアイデンティティの動態について

　　検討する。 国境線をはさんだ中国と近隣諸国の双方の民族の文化の比較や、国境を隔てて同じ、

　　 あるいは同系の民族 同士がどのようなネットワークをいかに形成 し、人々がどのようにアイデンティ

　　 ティを保持しているのか。ネットワークには個人や家族 ・親族、さらには同郷出身者といった人間

　　 関係から交易、宗教活動 など多様な結びつきが含まれるが、その実態を検討する。また、人々

　　 の視点から国境文化 はどのようにイメージされているのか検討する。

4.国 境は、国家にとっても、またそこに暮 らす人々にとっても安全保障にかかわっている。 この点から、

　　 国家が国境の民族 をどのように統合してきたのか、また民族側がそうした政策 にどのように対応し

　　 てきたのか検討する。

5.国 境地域における最新の動向にっいて検討する。国境の資源化 とそれをめぐる人々の動 き、流動

　　 人口の国境地域への移住 とそれにともなう移民 コミュニティの形成、地域経済 圏の創出、宗教に

　　 ついて世俗化 と原 点回帰のはざまで揺れ動 く人々、また儀礼を女性が司祭 ・執行するなど、個

　　 別の地域 ・民族の事例にもとついて検討 を行 う。

　 本研究は中国南北の国境地域における民族文化の比較検討を通して、国境地域 に独 自に発展 した

であろう国境文化の核心を把握することを目的とする。

研究目的(英 文)

  The People's Republic of China has land borders with fourteen countries. The borders have 

artificially divided traditional socio-cultural spheres among local peoples, contributing to ethnic 

conflicts such as those seen in Tibet or Xinjiang. The frontier regions are also treasure houses 

of energy and other resources. The central government has therefore regarded these regions as 

particularly important for national integration and the economy. In response, local peoples have 
formed and maintained tight ethnic networks to preserve their particular cultures and identities, 

and for mutual support. The purpose of this project is to compare the core elements of ethnic 

cultures in border areas of southern and northern China.
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  Firstly, we will consider ethnic mobility and historical changes in frontier cultures and 

societies since the delimitation of borders. Secondly, we will clarify main changes in their 

societies, cultures and identities since the introduction of market economy policies (in the  1980s) 

to the present, through field research by project members. In this process, we will emphasize 

the understanding of local viewpoints. We trust that by comprehending the present situation 

of ethnic cultures in border areas of China, we can contribute to the prevention or reduction of 

ethnic conflicts and to human security in the contemporary world.
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